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論文内容の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

論文審査の結果の要旨 

 
標記論文内容に関して1月30日に公聴会を開催し、約1時間にわたり、論文内容について太田氏からの発表が行われ

た。論文内容は、高精度かつ高速な光学文字読取り（ＯＣＲ）アルゴリズムを工業用インクジェットプリンタの印字確

認の為に開発するという研究である。このような用途で使われるＯＣＲアルゴリズムとしては、高速な製造ラインでの

使用に耐えうる高速性と、高い精度を持つものは現存せず、高精度なものは低速であり、高速なものは低精度であると

いう問題点がある。本研究では、高精度で低速な識別器を一旦作成し、その挙動を線形回帰木で模倣するというアイデ

アで、この問題を解決する方法を示している。また、いかに高速な識別器が実現できても、画像から文字領域が適切に

切り出されなければ正しく文字読み取りが行えない。この問題を解決するため、ボトムアップとトップダウン処理を融

合し、Ａ*アルゴリズムに基づき、文字らしさを最大化する画像領域を実時間で求める方法を示している。これら 2つの

内容は、審査委員会において、パターン認識、画像認識の方法として斬新であると同時に高い実用性を持つものとして

評価された。また論文の完成度も高く、学会発表等の実績も合格のレベルに達していると判定された。 

 

最終試験の結果の要旨 

 
 上記公聴会の後、画像処理、微分幾何および組み合わせ最適化に関する口頭試問を行い、全ての質問に完全に回答す

ることができた。公聴会における発表内容、質疑に対する応答、口頭試問のいずれにおいても、明らかに合格基準を上

回る結果を出しており、博士の学位に値することを審査委員全員で合意した。 

 

  


